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文人たちの宴「以徳酔人、勝於以酒」――1763～4
（宝暦13～明和元）年の通信使行―






その他のタイトル Bunjin tachi no utage 「以徳酔人、勝於以酒」:










はこれが最後となった 1763～4 年の 11 回目には、様々に注目を引く記録がのこさ
れているうち、まず『金鶏雑話』中巻の記述から見てゆこう。著者は菰野藩儒の南
川金鶏（1732～81）である。 













































  呈製述官南秋月    製述官南秋月に呈す 
共知学士早登瀛  共に知る 学士早く瀛
えい
に登るを 
詞賦兼将経術明    詞賦 兼ねて経術を将
も
って明かなり 
辞命今来誰潤色    辞命 今来 誰か潤色せん 




















和滝鶴台瓊投   滝鶴台の瓊投に和す 
愁風愁水泛重瀛    風を愁い水を愁えて 重瀛に泛ぶ 
赤間関頭眼忽明    赤間関頭 眼忽ち明かなり 
不待門前修孔刺    待たず 門前に孔刺を修するを 




























































僕、肉猪の如し。所謂る汗淋学士なり。            （巻二） 





















 また朴斉家（1750～1805）の「泠斎寮友に次韻す 四首」の第三には、 
 
文章係人品  文章は人品に係わる 
寧復論時代    寧んぞ復た時代を論ぜんや      （『貞蕤閣集』二） 






























































































                                                          




































































































































































































































































                                               
                                                          
4 さしあたっては拙稿「東アジアの半月弧―浪華・ソウル・北京―」（『啓蒙と東アジア』18
世紀科研研究会編、2010 年）を参照されたい。 
